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１． 少子高齢化社会の現状 
 

① 日本全体の現状 ⇒ 少子高齢化社会の進行 
 

【資料 1】高齢化の現状 

 

  ◆平成 25年 10月 1日現在の、日本の総人口は 1億 2,730万人 

    ◆そのうち、65歳以上の高齢者人口は 3,190万人 （過去最高） 

    ◆総人口に占める 65歳以上人口の割合(高齢化率)は 25.1％ 

    ◆15歳～64歳人口(生産年齢人口)は、7,901万人（32年ぶりに 8,000万人を下回る） 
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【資料 2】高齢化の推移と将来設計 

 

◆総人口が減少する中で、高齢化率は上昇。 

 ◆高齢化率はその後も上昇を続け、平成 32 (2020) 年には 29.1％に、平成 52(2040)年には 36.1％に、そして平成 72(2060) 

年には 39.9％に上昇（2.5人に 1人が 65歳以上）と推測。 
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    【資料 3】高齢世代人口の比率 

 

    ◆65歳以上人口を、15歳～64歳人口(生産年齢人口)で支えると考えて、平成 32(2020)年には高齢者 1人に対し、 

生産年齢人口 2.0人、平成 52(2040)年には 1.5人、そして平成 72(2060)年には 1.3人となる。 
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  【資料 4】世界の高齢化率の推移 

 

◆諸外国と比較しても、日本は世界のどの国もこれまで経験したことのない高齢社会を迎えようとしている。 
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②  枚方市の現状 ⇒ 日本の動向と変わりない動きを見せている。 

 

【資料 5】枚方市における人口と高齢者率の推移 

 

◆人口の上昇は平成 21(2009)年度をピークに減少傾向にあるが、65歳以上の総数は毎年上昇を続けており、平成 23(2011)年度 

     には高齢化率が 21.0％となった。 
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【資料 6】高齢者人口の将来推計 

  

 ◆これを見ても分かるとおり、今後も高齢者人口並びに高齢化率の増加傾向は続き、平成 27(2015)年度には、 

  高齢化率が 25％を超え、市民の 4人に 1人が 65歳以上の高齢者になる見込みである。 
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【資料 7】高齢者人口の将来推計（年齢 3区分別人口推計比率） 

 

  ◆さらに、10年後の平成 35（2023）年には 28.6％、20年後の平成 45（2033）年には 30.9％と、30パーセントを 

   超える。 

  ◆一方 0～14歳の比率は、少子化傾向により、平成 25年では 14.0％なのに対し、10年後の平成 35（2023）年には、 

   11.8％に、20年後の平成 45（2033）年には 10.8％となっていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

枚方市人口推計調査報告書（平成 26年 1月）より抜粋 



8 

 

【資料 8】少子化傾向について 

 

◆年少人口割合については、全国平均及び大阪府の数値より若干高いものの、減少傾向となっており、平成 22(2010)年は 

  13.7％となっている。 
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【資料 9】少子化傾向について その 2 

   

◆枚方市の総人口・児童人口ともに、今後は緩やかに減少が続く見込みである。 
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③  地域社会での現状 ⇒ 地域コミュニティの衰退とつながりの希薄化が見て取れる。 

 

【資料 10】町内会・自治会への参加率の変化 

 

◆昭和 43（1968）年段階では、「ほとんど参加しない＋加入していない」は、市部でも 31.4％であったのが、平成 19（2007） 

年の調査では、51.5％に増加している。 
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【資料 11】老老介護の現状 

 

◆要介護者等と同居している主な介護者の年齢は、男性では 64.9％、女性では 61.0％が 60歳以上である。 
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【資料 12】核家族世帯について 

 

 ◆単独世帯・夫婦のみの世帯が増加の傾向にある。また⑤の三世代世帯は、昭和 50(1975)年には 16.9％だったのが、 

  平成 22(2010)年には 7.9％となり、少人数世帯の増加が傾向として現れている。 
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２．高齢化社会の問題点 

  少子高齢化社会がもたらす問題点をあげると、次のようになります。 

 

 ≪問題点 1≫ 

   生産年齢人口（15歳～64歳）が高齢者を支える割合の増加によりもたらされる、成長性の乏しい“低成長時代”を迎えるにあたり、今

の豊かさが脅かされることへの対応。 

 

  

 ≪問題点 2≫ 

   日本の社会を根底で支えている、地域コミュニティの衰退。 

 

 

 ≪問題点 3≫ 

   社会生活における“つながり”の希薄化。 


